
別
表
中
第
七
号
を
第
九
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
号
の
次
に
次
の
二
号

を
加
え
る
。

四

第
六
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
法
第

五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
期
間
の
延
長
（
第
十
九

条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
条
の
規
定
に
よ

り
指
定
さ
れ
た
期
間
に
係
る
も
の
を
除
く
。）を
請
求

す
る
者

一
件
に
つ
き
四
千
二
百
円

五

第
六
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
法
第

五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
期
間
の
延
長
（
第
十
九

条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
条
の
規
定
に
よ

り
指
定
さ
れ
た
期
間
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
請
求

す
る
者

一
件
に
つ
き
七
千
二
百
円

令和元年月日 金曜日 (号外第号)官 報

第
六
十
条
の
十
二
第
二
項
中
「
、
第
百
五
条
の
二
」
を
「
か
ら
第
百
五
条
の
二
の
十
一
ま
で
」
に
、「
第
百
五
条
の

二
ま
で
」
を
「
第
百
五
条
ま
で
、
第
百
五
条
の
二
の
十
一
」
に
改
め
る
。

第
六
十
条
の
十
五
及
び
第
六
十
条
の
十
六
中
「
本
意
匠
」
を
「
基
礎
意
匠
」
に
改
め
る
。

第
六
十
条
の
二
十
一
第
二
項
中「（
国
際
登
録
の
日
か
ら
十
五
年
を
経
過
し
た
後
に
す
る
も
の
を
除
く
。）」を
削
る
。

第
六
十
四
条
中
「
又
は
そ
の
物
品
の
包
装
に
そ
の
物
品
」
を
「
若
し
く
は
そ
の
包
装
、
建
築
物
又
は
画
像
若
し
く

は
画
像
記
録
媒
体
等
若
し
く
は
そ
の
包
装
に
当
該
物
品
、
建
築
物
又
は
画
像
」
に
、「
附
す
る
」
を
「
付
す
る
」
に
改

め
る
。

第
六
十
五
条
第
一
号
中
「
以
外
の
物
品
又
は
そ
の
物
品
の
」
を
「
、
建
築
物
又
は
画
像
若
し
く
は
画
像
記
録
媒
体

等
以
外
の
物
品
若
し
く
は
そ
の
包
装
、
建
築
物
又
は
画
像
若
し
く
は
画
像
記
録
媒
体
等
若
し
く
は
そ
の
」
に
、「
附
す

る
」
を
「
付
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
及
び
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

登
録
意
匠
又
は
こ
れ
に
類
似
す
る
意
匠
に
係
る
物
品
、
建
築
物
又
は
画
像
若
し
く
は
画
像
記
録
媒
体
等
以
外

の
物
品
、
建
築
物
又
は
画
像
若
し
く
は
画
像
記
録
媒
体
等
で
あ
つ
て
、
当
該
物
品
若
し
く
は
そ
の
包
装
、
建
築

物
又
は
画
像
若
し
く
は
画
像
記
録
媒
体
等
若
し
く
は
そ
の
包
装
に
意
匠
登
録
表
示
又
は
こ
れ
と
紛
ら
わ
し
い
表

示
を
付
し
た
も
の
に
つ
い
て
行
う
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
行
為

イ

当
該
物
品
、
建
築
物
又
は
画
像
記
録
媒
体
等
の
譲
渡
、
貸
渡
し
又
は
譲
渡
若
し
く
は
貸
渡
し
の
た
め
の
展

示
を
す
る
行
為

ロ

当
該
画
像
の
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
た
提
供
又
は
そ
の
た
め
の
展
示
を
す
る
行
為

三

登
録
意
匠
又
は
こ
れ
に
類
似
す
る
意
匠
に
係
る
物
品
、
建
築
物
又
は
画
像
若
し
く
は
画
像
記
録
媒
体
等
以
外

の
物
品
、
建
築
物
又
は
画
像
若
し
く
は
画
像
記
録
媒
体
等
に
つ
い
て
行
う
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
行
為

イ

当
該
物
品
又
は
画
像
記
録
媒
体
等
の
製
造
若
し
く
は
使
用
を
さ
せ
る
た
め
、
又
は
譲
渡
若
し
く
は
貸
渡
し

を
す
る
た
め
、
広
告
に
当
該
物
品
又
は
画
像
記
録
媒
体
等
が
登
録
意
匠
若
し
く
は
こ
れ
に
類
似
す
る
意
匠
に

係
る
旨
を
表
示
し
、
又
は
こ
れ
と
紛
ら
わ
し
い
表
示
を
す
る
行
為

ロ

当
該
建
築
物
の
建
築
若
し
く
は
使
用
を
さ
せ
る
た
め
、
又
は
譲
渡
若
し
く
は
貸
渡
し
を
す
る
た
め
、
広
告

に
当
該
建
築
物
が
登
録
意
匠
若
し
く
は
こ
れ
に
類
似
す
る
意
匠
に
係
る
旨
を
表
示
し
、
又
は
こ
れ
と
紛
ら
わ

し
い
表
示
を
す
る
行
為

ハ

当
該
画
像
の
作
成
若
し
く
は
使
用
を
さ
せ
る
た
め
、
又
は
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
た
提
供
を
す
る
た
め
、

広
告
に
当
該
画
像
が
登
録
意
匠
若
し
く
は
こ
れ
に
類
似
す
る
意
匠
に
係
る
旨
を
表
示
し
、
又
は
こ
れ
と
紛
ら

わ
し
い
表
示
を
す
る
行
為

第
六
十
六
条
第
三
項
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
、「
意
匠
登
録
出
題
」
を
「
意
匠
登
録
出
願
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
第
一
項
中
「
、
第
四
条
並
び
に
第
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
か
ら
第
五
条
ま
で
」に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

附
則
第
四
条
の
規
定

公
布
の
日

二

第
四
条
中
商
標
法
第
三
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
改
正
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
を
経
過
し
た

日
三

第
一
条
中
特
許
法
第
六
十
五
条
第
六
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
百
五
条
第
四
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
百
五
条

の
二
を
同
法
第
百
五
条
の
二
の
十
一
と
し
、
同
法
第
百
五
条
の
次
に
十
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
百
五
条

の
四
第
一
項
第
一
号
の
改
正
規
定
、
同
法
第
百
六
十
九
条
第
六
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
二
百
条
の
見
出
し
を
削

り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
を
付
す
る
改
正
規
定
及
び
同
法
第
二
百
条
の
二
を
同
法
第
二
百
条
の
三
と
し
、
同
法
第

二
百
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
二
条
中
実
用
新
案
法
第
三
十
条
の
改
正
規
定
、
第
三
条
中
意
匠
法

第
四
十
一
条
の
改
正
規
定
及
び
同
法
第
六
十
条
の
十
二
第
二
項
の
改
正
規
定
並
び
に
第
四
条
中
商
標
法
第
十
三
条

の
二
第
五
項
の
改
正
規
定
及
び
同
法
第
三
十
九
条
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
五
条
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起

算
し
て
一
年
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

四

第
三
条
中
意
匠
法
第
七
条
の
改
正
規
定
、
同
法
第
十
条
第
一
項
の
改
正
規
定（「
第
四
十
三
条
第
一
項
」
の
下
に

「
、
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
」
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。）、
同
法
第
十
条
の
二
第
二
項
た
だ
し
書
及
び
第
三
項

の
改
正
規
定
、
同
法
第
十
五
条
第
一
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
六
十
条
の
十
の
改
正
規
定
、
同
法
第
六
十
八
条
第

一
項
の
改
正
規
定
並
び
に
同
法
別
表
の
改
正
規
定
並
び
に
次
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定

公
布
の
日
か

ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

（
商
標
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

商
標
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
の
二
第
五
項
中
「
第
百
五
条
の
二
」
を
「
第
百
五
条
の
二
の
十
一
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
を
削
る
。

第
三
十
八
条
第
一
項
中
「
そ
の
譲
渡
し
た
商
品
の
数
量
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
譲
渡
数
量
」
と
い
う
。）に
、

商
標
権
者
又
は
専
用
使
用
権
者
が
そ
の
侵
害
の
行
為
が
な
け
れ
ば
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
た
商
品
の
単
位
数
量
当
た

り
の
利
益
の
額
を
乗
じ
て
得
た
額
を
、
商
標
権
者
又
は
専
用
使
用
権
者
の
使
用
の
能
力
に
応
じ
た
額
を
超
え
な
い
限

度
に
お
い
て
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
を
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
項
に
次
の
各
号

を
加
え
る
。

一

商
標
権
者
又
は
専
用
使
用
権
者
が
そ
の
侵
害
の
行
為
が
な
け
れ
ば
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
た
商
品
の
単
位
数

量
当
た
り
の
利
益
の
額
に
、
自
己
の
商
標
権
又
は
専
用
使
用
権
を
侵
害
し
た
者
が
譲
渡
し
た
商
品
の
数
量
（
次

号
に
お
い
て
「
譲
渡
数
量
」
と
い
う
。）の
う
ち
当
該
商
標
権
者
又
は
専
用
使
用
権
者
の
使
用
の
能
力
に
応
じ
た

数
量
（
同
号
に
お
い
て
「
使
用
相
応
数
量
」
と
い
う
。）を
超
え
な
い
部
分
（
そ
の
全
部
又
は
一
部
に
相
当
す
る

数
量
を
当
該
商
標
権
者
又
は
専
用
使
用
権
者
が
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
当

該
事
情
に
相
当
す
る
数
量
（
同
号
に
お
い
て
「
特
定
数
量
」
と
い
う
。）を
控
除
し
た
数
量
）
を
乗
じ
て
得
た
額

二

譲
渡
数
量
の
う
ち
使
用
相
応
数
量
を
超
え
る
数
量
又
は
特
定
数
量
が
あ
る
場
合
（
商
標
権
者
又
は
専
用
使
用

権
者
が
、
当
該
商
標
権
者
の
商
標
権
に
つ
い
て
の
専
用
使
用
権
の
設
定
若
し
く
は
通
常
使
用
権
の
許
諾
又
は
当

該
専
用
使
用
権
者
の
専
用
使
用
権
に
つ
い
て
の
通
常
使
用
権
の
許
諾
を
し
得
た
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
を
除

く
。）に
お
け
る
こ
れ
ら
の
数
量
に
応
じ
た
当
該
商
標
権
又
は
専
用
使
用
権
に
係
る
登
録
商
標
の
使
用
に
対
し
受

け
る
べ
き
金
銭
の
額
に
相
当
す
る
額

第
三
十
八
条
第
五
項
中
「
前
二
項
」
を
「
第
三
項
及
び
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四

項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

裁
判
所
は
、
第
一
項
第
二
号
及
び
前
項
に
規
定
す
る
登
録
商
標
の
使
用
に
対
し
受
け
る
べ
き
金
銭
の
額
に
相
当

す
る
額
を
認
定
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
商
標
権
者
又
は
専
用
使
用
権
者
が
、
自
己
の
商
標
権
又
は
専
用
使
用
権
に

係
る
登
録
商
標
の
使
用
の
対
価
に
つ
い
て
、
当
該
商
標
権
又
は
専
用
使
用
権
の
侵
害
が
あ
つ
た
こ
と
を
前
提
と
し

て
当
該
商
標
権
又
は
専
用
使
用
権
を
侵
害
し
た
者
と
の
間
で
合
意
を
す
る
と
し
た
な
ら
ば
、
当
該
商
標
権
者
又
は

専
用
使
用
権
者
が
得
る
こ
と
と
な
る
そ
の
対
価
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
九
条
中
「
、
第
百
五
条
」
の
下
に「（
書
類
の
提
出
等
）、
第
百
五
条
の
二
の
十
一
」
を
加
え
、「
書
類
の
提

出
等
、」を
削
る
。

第
六
十
八
条
の
二
十
八
第
一
項
中
「
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
期
間
内
」
を
「
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
後
は
、
事
件
が

審
査
、
審
判
又
は
再
審
に
係
属
し
て
い
る
場
合
」
に
改
め
る
。




		2019-05-16T14:52:00+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




